




タン ネサヲ ウ ン クルアネ ヒネ アナン ヒケ 、 アコタ ス ケムシ カ エラミ シカリノ、 オカ アン 
T 町 lnes 沖 l)un  kur ㎝lenine  位 lanl㎡ke,akot 荻 rTu  kemuskaeramInlsk 肛 l o,ok 租 n 
ペネ アプ、 シネアンタ 7 コタ ス ケムシ 0 アウタリ カ コク シシャイウエンヌカラアンパ。 
peneap,sine 旭 ta 荻 ot 師ukemus.aut 師 kak0ku Ⅰ syaywennuk が㎝ pa   
ラボ ッケ 、 シコッ ク ン 、 チェプアス ルアシ 。 ヒケ 、 タネ トゥイ マ ノ アトゥラエアシカイパ ク ノ アン 
㎡ Uo ㎞ e,S 正ot2)un,cep  asuras.hike,tane  抽 ymano  atu ㎡ easkay  p 衣no  ㎝ 
ヘカチ 7 コ D ペネヒケ 、 アトゥラ ヒみ 、 シリ ペクス  シコッ ワ ンパイ エ アンルウェ ネ 。 
hekacl 叫く orpeneh Ⅲ e,atur 乙 hine,slrhpekusu,Sikotunpaye 町 lmlwe e  
パイ エ アン コ ロ 、 ムカ タ、 ベッ プ 、 ノキ、 イイララレ オ カ ウ ムンク ペッフ ン キネ ワオカ ルウヱ 
  paye ㎝rtkor,Muka り t ,petpunkj,iirar 肛 e  okaumurek  petpunkine  wa  okaruwe 
ネ ヒケ 、 アシクサ ンヒネ パイ エ アン。 
ne ㎡ ke, 俺 ik 丘s 打 em Ⅰnepaye ㎝  
ヒ ネオラウン、 シコ ッ ワニ イエシケネチエ フ ァセヒみ 、 アコ ロヘカチ トゥラ / ホシ ピアン。 ホ 
hineoraun,Slkotwanlyeslkenecepasenine,ako て hekacltura ㎜ m0hoslplan. 
シ ピアン ヒ ネ ム カ タ ホ シ ピアン。 
hosipi 蝕 hlneM 皿atahosjpj 旭  
ホ トウイ パ アン アクシ  オツカ コ ソイェ ネ ルウエ   イサム    メ / コ   ヒケ   チ ホ ヒネ  
homyp 鉱山杣山 s,okkay0  s6yene  mw  ka  is 町 n  no,menoko  ne h化 e,cip0  hine, 
ィク サ トウィ ヵ タ アコウエ ペケ シス 。 
l0ikusatuyka ぬ akowepekennu. 
マク   ホ クフ ソ モ ソイ ェネ ルウェ     アコビ、 ン アクシ   
m 荻 nehok 皿u  s0m0  S6yenemweneya 荻 opisi 荻us, 
「ウクランネホトゥイ パ ハウェ ア シ 。 アホクフ ソイ ェネアプ、 アヲペッバワチプヤンケ フ 2 
"ukur 町 lne  ho 抽 ypahawe  養・ 杣 hok 丘 hu  soyene  a  p,荻petpa  wacip  yank(e  humi 
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(15) 振 内の人 
二 各国松 
私は振 内 ( フレナ 々 ) の 入 りです。 私の村はそれまで 飢蝕 になったこ 
となど一度もなかったのですが、 あ るとき私の村が 飢 僅 になりました。 
村の人たちと 一緒に 、 私たちはみんな 苦労しました。 
そうしているうちに、 千歳 2) に 、 魚が豊富にあ るといううわさが 立ち 
ました。 私にはもう遠くへつれて 行くことができるくらいになった 男の 
子がいたのですが、 私はその子をつれて、 食物を調達しに 千歳へ行きま 
した。 
行きますと、 鵜川りで、 渡し守、 貧しそうな夫婦が 渡し守をしていた 
のですが、 私たちは彼らに 川を渡してもらって、 さらに進んで 行きまし 
た @O 
そして、 千歳からし よ いこで魚を背負って 、 私の子どもと 一緒にも 
どりました。 もどって、 鶴川まで帰って 来ました。 
1) 機械の操作ミスで 
冒頭の Tanne タン ネ 
が 欠けてしまった。 
Tannesar タン ネサヲ 
は 現在の北海道沙流郡 
平取町 字振 内にあ った 
地名。 tanne ぺar  タン 
ネーサラ ( 長い・葦原 )。
語り手の国松 氏は 「 振 
内 ( フレナ イ ) の入 」と 
訳された。 
2) 語り手の二合国松 氏
は S@Ot シコッ を今の 
千歳だと説明した。 千 
歳川流域であ る。 Sikot 
シコッ @ 「立坊」とし @ う
地名のもとになった ア 
イヌ語だが、 千歳・交易 
は川 続きであ る。 なお 
千歳Ⅲ方面には、 砂流 
から移住した 人々が あ 
   交流が深かったら 
しい。 
3)Muka ム力 ( 日本語 
名は鵡Ⅲ ( むかわ )) は
舟で 渡してもらうため 呼ぴ 声をあ げましたところ、 男の人が出て 来 砂流刑の 西降りの 川 。 
ないで、 女の人が 、 舟をこいで、 私たちを渡してくれます。 渡しても 
らっている道すがら、 私はわけをたずねました。 
どうして夫が 出て来ないのかたずねますと、 
「ゆうべ舟渡しを 頼む呼び声がしました。 私の夫が覚へ 出ましたが、 
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アオヤモクテ クシ、 ソイ ェネアン ヒ ネ インカラン アクシ、 ボロ タトゥシ ペア コロ ヒネソ イエ不アン 
aoy 伍 fnokte ㎞ ls,s6yenne 町 rl ㎡ nelnkaranakus,porotatulspe り丑 (orhinesoyene 皿 
ワイン walnk ヵ 酊 ラン a  ァ 杣山クス、su,cIpmomwas チプ モム ヮ サン 打 lhlkusu,a ヒ クス、 フエトゥ ぬ丘 smakhシマ クヒ不チフ 伍 eclp3%smaakus, ァキシマアクシ、 廿 l0k アホ クフ 丘 Ⅱ u
ア ラ サイニ ランベ ウテク ヒネ、 チプオロタ アン。 
ぴ yayerampewtekhine,clpo ァ lta 仙
アカ ヲ アイ ネア ウニタ フシレ バレ フ アンウネ / ヤイ ェ ランベ ウテクワ アンルウェ ネ Ⅱ 
  荻町 ayneaunltaaslr 芭 p 町 ewa 皿 unenoyayerampewtek  wa ㎝ ruwene." 
セコロ ハウエアン。 
sekorhawe 町 l. 
イ シラムネ ルウェ ア エ ランポ キ ウェン バ バテ ク カ キ ア フ エネ ネ ハウェ アン ヒ アンセ コ " 
ls ァ酊 nneruweaer 升npoklwenpapalekkaki apenenehawe 町 lhl ans kor 
ラムアナン クス、 オラウン、 アユ プケ エボタラ、 アク・ ンヤイェ ラムアン。 
Ⅰ㎝ nu ㎝ )a Ⅱ kusu,o Ⅰ れ un,ayupkeepot 町 a,akcusyaye ィ町 Ⅱ uan. 
ヤイェ ラムアン、 イコオンカ ミ アイコオンカ ミ ア  
yayer ㎝u ㎝， ikoo 皿る㎞ a 化 o0 皿 Ⅱ㎞ a, 
「アコ ロニシパ アンクシケライ ボ 、 ヤイ ェ ラムアナンカ トゥ フアン 0 」 
10 ‥ akormspa 町 l口 iskeraypo,yayeramll 荻 lan  ka 憶 hu  ㎝l," 
セコロ ハウエアン コ ロ、 チ ャナ アン ペ ネ コロカ、 ソサモツペ 、 イコロ アン ワ ア ヌカラ フ プ 
sekorhaweankor,cana 荻 Ilpenekorka, sosamotpe 翰 ,7fkor ㎝ waanuk 巨 Irap 
サンケ ヒみ 、 イサム オ マレ ヒケ 、 イシラムネ ルウェ オカ イ ペ 、 アウ ク カ エヤ イ ハウ ケ レクシ、 ピリカ 
ぷ町 Ⅰ ke  hine,Is 町 Ⅱ om 打ehlke,ls ド町 ⅡⅡe  mwe  ok れ y  pe,auk  kaeyayhawke ブ e  kus,plⅠ ka 
ルウェ ネ ヤクアイエ コロア コホ シ ヒ レ。 
mweneyak  ayekorakohosiplre   
ヒ ネオラウン、 ホシッパ アン ルウェ ネ アプ、 タネ ビラトゥルウン シレハン ケ、 ペトゥ トゥル タ 
hlne  oraun,hoslppa 荻 rtmwe  ne  a  p, t 町 le  Plratul ド ) n  slrehanke, petutur7)ta 
アラキアン コ ロ 、 アコ。 ヘカチ アラバカ ネ 0  オラ ノ ネン ネン ア ； ヲ カシア キ ク マ ツカ、 ランマ 
l5arklan  k0r, ako で hekaclarpakane. orano  nen  nen  akaFkasl 8klk ㊤ yakka, ranma 
バカネ  
p 曲 ㎝ e   
ヤ イコシラムス イバ アン ヒケ   ラポク   ピラトウル   スプル エカシ アン   アヌ プ不     
yaykosiramsuypaan@hike ， rapok ， Piratur@ta@nupur@ekasi9'@an@hi@anu@p@ne@a@hi 
ク ス 
kusul0) 
「 エウンヘネ アトゥラ チキソモ Ⅱ




向こう岸に舟をつける 昔がしますと、 それからは昔がしなくなりまし 
た  
私はおかしいと 思いましたので、 外に出て見ますと、 大きなたいま 
つ A) を 持って外へ出て 見ますと、 舟が流れて下って 行きますので、 追い 
かけて走って 行って舟をつかまえますと、 私の夫はまるっきり 意識不明 
になって 、 舟の中にいました。 
なんとかして、 ようやく家までつれて 来てあ りますが、 依然として 
意識不明のままですⅡ 
と言います。 
私は彼らが貧しいのをかわいそうに 思ってばかりいましたが、 そんな 
話なのだなあ とわかりましたので、 それから、 私は強いおはらりをしまし 
た。 すると男は正気づきました。 
正気づき、 私に何度も何度もオンカ ミ ( ネし拝 ) さ くりかえして、 
「あ なた様のおかげで、 私は正気づ い たのですⅡ 
と言いながら、 粗末なものですけれど、 壁に下げてあ ったもの 5) 、 宝
刀があ ったのを私は 見ていましたが、 それを出して 来て、 私のそばに置 
きました。 けれども、 貧しい人たちですのに、 受け取ってはかわいそう 
な 気がしましたので、 けっこうですと 言いながら彼に 返しました。 
そうして、 私たちは帰途につきましたが、 もう 平取 6) に近づき、 川の 
間 7) までやって来たとき、 私の子どもがすっかり 呆けてしまいました。 
そしてどんなに 手を尽くして 手草ではもっても 助 、 呆けたままです。 
私はいろいろ 考えてみましたが、 そうする う ちに、 平政に占いので 
きる老人 9@ いるのを聞いていたものですから、 



















ヌフ ルエカシア シコパ  コインカレアクス、 ハウェアンハウェ エ 不アン ヒ  
nupurekaslaslkopakoln 上荻 e usu,hawe 町 I1ll)haweene ㎝ i ㎡ ， 
「 ホ タラアンヤクンオラウン ネプカ 、 アイコンヤク ンソ モアエヤ イイェ ノア ウク ヤク ピ リカ プ 
‥ po ぬ Ⅰ杉山 y 杣 ㏍ 皿 o てaaunnepk 窩 出欠O ヰ eeyakunsomoaey 乙 yyyenoa ぬⅠ y 杣く plrkap 
ソ モ ア ウク アニ 、 ウェンカムイ カシカムイ ヤ イェイ カウヌワ クス、 エコロ ヘカチ バ カネ ヒネ   
som0  a 皿皿 Ⅱ wenkmuy  kaskmuy  yayeykaunu  wakusu,ekorhekacip 蕪 ane  hine, 
ォ ラ タ ン ェチシケヵ ォ ピッタ 、 ァ パ ウ チ オ 。 
50 ヰzatmnecl Ⅰ kekaopIt ぬ ,apawcIol2). 
イル ンカペッ エム コ ウン カ ミアシ 、 コロイパウチオ み 、 アンルウ ヱ ネ クス、 ス " ノケ ネヤ 
Iruskapetl'  em 又o  un kamIllasl,korlpawclo  ne, ㎝nruwe  nekusu,sunke  e  ya 
エヌ カヲ ヤク ビ リカ 0 」 
en 皿酊 y 荻 plrka." 
セコ ロ ハウエアン コロ 、 アシケ オロ   チヱプ シネ フ エタイ ェ ヒみ 、 オス ラ 0 セタ   アクスネア 
sekor@hawean@kor ， asike@oro@wa@cep@sinep@etaye@hme,@osura ． seta@e ak         
チェ フ エ セタ 、 オロ タナ ニライ。 
ceppese 軋 oro ぬ n 皿れ ay  
ルゥェ ネ オラ 7 コ ロヘヵチエホ タラ。 ネフ ァ コ D チェ プヵォ ピッタ 、 ゥブイヵ 、 イサム力 んゥェ 














































クエ ヘ / ィェカトゥ アン 0 」 
は ehenoyekatu 町 l.l5)" 
セコ 。 ハウェアン コ b 、 キ ヒ ネ オラウン、 フレ セク シネ プ 、 ライケ ヒみ 、 ネ セタ   













「エコロ ワ エア ラバワ   エ ウタリ エ エ リ ヤクエ テ 4 カヤクアナク 小  小 ノポ   コタ ンヘプニ 
‥ ekorwaea 皿 wa,eutanieere  y 荻 etem 化ay 皿 an 荻 Jle,nen  poka,kot 旭 hepumi 
ナンコロ ナ ロ 
"'"k 。 '""." 
セコロ ハウニアン コ ロ、 イセレ ルウェ ネ ヒみ 、 アエヤ イコ プンテ タ コ D  7 セ ヒネ アコ タ スタ 







占いのできる 老人に見てもらいましたところ、 言うことには、 
「おはらりをしたならば、 何かくれたら 遠慮しないで 受け取ればいい 
のに、 受け取らないから、 悪い神が守り 神のうわてになって、 そのため 
に、 子どもさんは 呆けてしまい、 それからあ なたたちの荷も 全部、 毒が 
ついて・しまったのです。 l2) 
大度 別川 ll3) の中流の化け 物の毒づけになったのですから、 う そかど 
うか見るがよろしい。 」 
と 言いながら、 私の荷の中から 魚を 1本引き抜いて、 ほうり投げま 
した。 犬がそれを食べますと、 その魚を食べた 犬は、 その場ですぐ 死ん 
でしまいましたり 
それからその 老人は 、 私の子どもをおはらいしてくれました。 私の 
持ってきた 魚、 も 全部、 火にくべて燃やしてしまいました。 
「あ なたが持って 帰って l4) あ なたの村の人たちに 食べさせたら、 あ な 
たの村の人はみんな 死んでしまうところでしたが、 よいことに私のとこ 
ろに寄られましたなあ 。 l5 Ⅱ 
と 言いながら、 魚を燃やして、 それから赤い 犬を 1匹殺して、 その 
犬の肉に長い 祈りをささげて、 それから、 
「あ なたがⅠ持って ク 〒って村の人たちに 食べさせて治せば、 何とか、 村
が盛んになるでしょうからⅡ 
と 言いながら、 私に持たせてくれました l6) 。 私はうれしく  思いなが 
ら背負って私の 村に帰りました。 
l1) 肌 - アンと聞こ 
えるが．目指す 表現は 
hawe 蝕 Ⅰ - ハウェアン 
であ る。 早く話すとき 
hawean ハウェアン 
はしばしば 打 Ⅰアン と 
発音される。 
12) 下荷負 ( しもにお 
い ) の木村キミさん 
は、 「この話のと お    
まじないをしたら、 た 
とえ 形 ばかりでもお 礼
を 受け取らなくてはな 




Ⅰ 3) Iruskapet イルシ 
カペッ ( 日本語名は入 
鹿別 0 いるしかべつ ) 
川 ) は 、 鵜川の 四 隣り   
14)SeWaa 卯  セワ 
ア ラ バ は文字どおりに 
は ( 背負って行く )。 昔 
は 物を運ぶのに 頭にひ 




15) 「私のところに 寄 っ 
てよかったねえ」の 
意 。 
16) 頭re セレは、 文字 
どおりには ( 背負わせ 
る ) 。 上記の注 14 を 参 
照 。 
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オラ ネ ア フレ セ タ カム    ア カラ   アラキ エパ フ ァ ホトウイ エカラ   ルリアニ レ  アラキ 
ora  nea  hure  setakamrun  挟 Ⅱ wa  訂kiepa  p  荻0 ㎡ yekarwaru 付和ire. 町 H 
コマイク シ      カム アウ ブ イカ、 ウブ イ / トシ / Ⅰ ン  キロウソ ケ アウシバ   ウセ イ アカ ラ    アクレ パ 。 
koyaykus@pe,@kam@auhuyka ， @paspasi171 ， k rouske@ausipa ， lisey@akar@wa ， akurepa ，  
アイ ネ コタン ヘプニ 。 
aynekot ㎝ hepumI   
ルウェ ネ アクス ネ ヒ ワ ノ アナク ネ ア ウタリ エキムネ コ p 、 ユク ネ チキ カムイ ネ チキ 
ruwenea 化usu  ne ㎡ wano  ㎝7 ぬ me な u 伍 Ⅱ e ㎞ m Ⅱ ekor,yuk  necikik 町 nuy  nec 化土 
ロシス クシネアン ペエ ネネアニ 、 ネヌフ ルエカシオ ロ タソモヘ / イエ アン ノ ア コ 。 チェ ファセ 
5ronnu  kusne 簗 peene  ne  旭 l.nenupurekasloro  ぬ s mhenoyean  no  荻 o ァ cep  ase 
アシ レ バレヤク ン 、 アウタリ オピッタ キ ワ イサム ペ ライ ネ ア アンベエネ、 スフル エカシアン クシ 
as Ⅰ色 p 打 e  y 杣山 n,aut ゑ Ⅱ oplt ぬ u  wa  ls 沖n  脾 ray  ne  れれ n pe  ene,nupu で ekasl ㎝㎞ 1s 
ケライ ポ  ネア シケ オ ピッタイサム ； オラウン    フレ セ タ コロ   エク アイ セシ    ケライボ   
keraypo,@nea@sike@opitta@isamka@oraun ， ne hure@seta@kor@wa@ek@ais6re@kus@keraypo, 
コタン ヘプニ アニ 、 アエ ニシパコヘボキ プネ アクシ、 イカ ア ウタリ ピラトゥル ウン ウタラ トゥラ / 
kotan  hepunl anI, aenispakohepokl p  ne  akus, lka  aut 乙 rl Plraturun  uta て tuⅠ ano 
ウコ トゥムウェン 、 ネ ン カ、 ウ コイキナ。 
ukotumuwen ， en〔a ， ukoyki］a ， 
セ コロ フレナ イ タ ン ニ シバ、 タン ネサヲ タ ン ニシ パ イソイタク セコ Ⅱ 
10 sekor？urenay「n］ispa ， Tannes r「n］ispa（soytak《ekor   
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それから、 その 赤 犬の肉の汁を 作って 、 来ることができる 者を呼ん 
でその汁を吸わせました。 来ることができない 者には、 肉を燃やして、 
その 炭 l7) を骨のつぎ目つぎ 目にぬりつけ、 前じ 湯を作って飲ませまし 
た @ 。 
そうしているうちにようやく 村が盛んになってきました。 
するとそれからというもの、 私の村の人が 山へ行きますと、 鹿でも 
態 でもどんどんとれるようになりましたが、 それはこのようなわけだっ 
たのですから、 その占いのできる 老人のところに 寄らないで、 あ の魚を 
背負って来て 届けたなら ぽ 、 私の村の人たちはかんな 死んでしまうとこ 
ろでしたが、 このようにして 占いのできる 老人のおかげで、 荷を全部捨 
ててしまって、 またその 赤 犬を持って来て 私に持たせてくれたおかげ 
で、 村が盛んになり、 それで私たちは 立派なお方としてその 方に頭を下 
げたのですから、 私の村の人たちは 平 取の人たちと 仲 たがいしたり、 け 
んかしたりなど、 しないようにするのですよ。 
17) uhuy pasP 俺i ウ 
ブ イパシバ シ は、 文字 
どおりには、 (燃えた 
炭 ) 。 下荷負の木村 キ
ミ さんは「骨を 燃やし 
て 炭になったところ 
で、 鍋に入れて、 お湯の 
中からその炭を 上げ 




る 」と説明した U983 
年 8 月 ) 。 また、 二 風香 
の青木愛子さんは、 「 焼
いて炭にしてそれを 
pasuy 箸 ) につけてなめさせ パスイ ( 毒酒 
ると元気になる」と 説 
明したけ 988 年 8 月 ) 。 
と振 内の長者、 タン ネ サルの長者 力輻古 しましたとさ。 
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